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6. N2H5Al(SO4)2･12H20の相転移

上 原 宏 行

N2JISAl(SOL)2･1紺20 は 155X に於 て相転移す ることのみが Pepinsky と Jona に

よ り報 告 され た｡ 日 しか し､ 現在 まで この結 晶 の相転移 に関す る研究 報告 はなされ

て いなか った｡

そ こで我 々は N2H5Al(So一)2･12H20 の単結 晶を蒸発法 に よ り作成 し､ 誘電 的研究

を主 に X線 的､ 熟 的測定 を行 った｡

立方 晶 【100]方 向の誘電 率 の測定 を周 波数 10mzで行 った結 果､ 転移点 は降温

時 Tc=-log.6'C､ 昇 温時 Tc;-107.8-Cとな り約 2Kの熱 履歴 が観測 され､ この相

転移 は一次相転移 で あ る｡ また､ 静誘電率 は Tc以上 の温度領 域 で Curie-Yeiss則

E.-も=C･(T-T8)~Iに従 い も=7.3､ C=1430､ To:-187.4●Cとな る｡ Tc以下 での強

誘電性 を調 べ るた めバ イ ロ電荷 の測定 を行 った結 果､ 自発分極 が外部電場 によ り反

転 し本 結 晶 は Tc以 下 の温度 で強誘電性 を示す ことが兄 い出 された｡ さらに本結 晶

の相転 移機構 を調 べ る目的 で､ 周波数領域 20NHz～1000NZZzで複素誘電率 を軸定 し

た結 果､ 明か な誘電分 散が観測 され緩和時 間が高温側 か ら Tc に向 か って急激 に増

大 して お り､ CriticalSloying-doyn の現象 を示 したO 転移温 度 - の静水圧 (hydro

staticpressure)効果 の実験 を行 った結 果､ 圧 力増加 に伴 い Tc は高温側 -移動 し

た｡

今 回 の研究結 果 か ら､ 本結 晶 の相転移 は秩序 一無秩序型 相転 移 と結論 され る｡
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